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Ｑ．自然更新ゾーンに敷いてある砂利の目的は 

Ａ．種が風でとんでいかないための工夫です。 

Ｑ．自然更新ゾーンの設置期間は 

Ａ．現時点では特に設定していません。 

Ｑ．（緩傾斜化部について）どこが管理しているのか 

Ａ．河川敷地とはなりますが，占用許可を受け，公園として旭川市が管理しています。 

Ｑ．公園として管理する前から生えている樹木はあるのか 

Ａ．おそらくあると想定できます。 

Ｑ．ブッシュ・ビオトープについて，池等の水辺を整備する予定はあるのか 

Ａ． 現在のところ整備の予定はありませんので，現在ある水辺を利用したいと考えております。 
 

■自然更新ゾーンについて，種はそうそうとんでいかない。砂利敷にすると実生が育たなくなるのでこれは
土や落ち葉に変えた方がよい。 

■自然更新ゾーンや緩傾斜部についてはより豊かな生態系を目指すため，芝の管理を低減させているとこの
とだが，現状ではただ管理をしていないだけに見える。看板で目的などを表示し PR してみてはどうか。

■あまりたくさんの看板を設置してしまうと景観上よくないのでは。 

■魚を利用して池の水をきれいにするよう検討してはどうか。 

■ボート乗り場横の円形花壇は現在雑草が生えているだけなので景観上よくない。花壇にしてはどうか。 

■ブッシュやビオトープを設置した後は定期的に観測するようにしたらよい。 

■ 参加者がいつもの顔ぶれとなっている。もっと参加者が増えるよう募集方法を検討した方がよい。 

■いつもの顔ぶれは議論が深まってよいのではないか。我々で常磐公園の魅力を発信していきたい。 

■常磐公園は旭川市の観光財産であることから，公園みどり課・観光課・市民が一体となって検討したらよ
いのではないか。 

■常磐公園の魅力や安全な利用方法を周知するためパンフレットを作成してはどうか。 

■常磐公園の生態系などの環境について，子供が学べるようなものを検討してはどうか。 

■本集いで出された意見や発案は言い放しにならないようにして欲しい。 

意見発表（その他） 

意見発表（管理について） 

視察中にあった質問について 




